
豊
か
な
海
創
生
支
援
協
議
会
」
の
事
務
局
を
務
め
、「
豊
か
な
森
が
豊
か
な
海
を
育
て
ま
す
」

と
い
う
合
言
葉
の
下
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
コ
ー
プ
こ
う
べ
組
合
員
と
、
二
十
四
年
度
か
ら
は

兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
（
兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）
等
の
関
係
団
体
と
と
も
に
、
荒
廃
し
た
森
の
森

林
整
備
（
除
伐
作
業
）
活
動
（「
虹
の
仲
間
で
森
づ
く
り
」）
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
県
で
は
、
瀬
戸
内
海
再
生
の
た
め
の
モ
デ
ル
的
な
取
組
と
し
て
、
開
発
等
に
よ
り
干
潟
な
ど

自
然
海
浜
の
消
失
や
劣
化
な
ど
が
進
ん
で
き
た
播
磨
灘
西
部
沿
岸
域
に
お
け
る
自
然
再
生
事
業

を
開
始
し
た
。
平
成
二
十
年
度
に
は
、
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
再
生
の
考
え
方
・
進
め
方
な

ど
の
検
討
を
行
っ
た
。
平
成
二
十
二
年
八
月
に
は
、
相
生
で
協
議
会
を
設
立
し
、
生
物
多
様
性

を
保
全
再
生
し
つ
つ
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
里
海
づ
く
り
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
三
節
　
広
が
り
を
見
せ
る
自
然
保
護
へ
の
取
組

一　

生
物
多
様
性
保
全
の
取
組

自
然
公
園
、
自
然
環
境
保

全
地
域
等
の
指
定
状
況

本
県
に
お
け
る
自
然
公
園
法
に
基
づ
く
自
然
公
園
の
指
定
状
況
は
第
一
編
三
三
五
頁
図
62
の
と
お

り
で
あ
る
。
な
お
、
本
県
で
は
、
自
然
環
境
保
全
法
に
基
づ
く
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
、
自
然

環
境
保
全
地
域
の
指
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
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本
県
の
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
条
例
に
は
、
自
然
環
境
保
全
法
の
自
然
環
境
保
全
地
域
に
準
ず
る
土
地
の
区
域
で
自

然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
も
の
を
「
兵
庫
県
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
指
定
す
る
、
と
い
う
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
市
街
地
や
集
落
の
周
辺
に
あ
る
樹
林
地
、
河
川
、
湖
沼
、
海
等
の
水
辺
地
な
ど
で
、
風
致
、
景
観
、
形
態
等

を
確
保
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
地
域
に
つ
い
て
は
、「
環
境
緑
地
保
全
地
域
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
植
物
や

自
生
地
、
地
質
鉱
物
、
特
異
な
自
然
の
現
象
の
生
じ
て
い
る
土
地
で
、
地
域
の
自
然
を
象
徴
し
、
県
民
に
親
し
ま
れ
、
ま
た
は

由
緒
由
来
が
あ
り
、
特
に
保
全
す
る
こ
と
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、「
郷
土
記
念
物
」
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
度
末
現
在
、「
兵
庫
県
自
然
環
境
保
全
地
域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
生

息
地
で
あ
る
姫
路
市
林
田
川
（
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
県
内
一
六
カ
所
、
三
九
八
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。「
環
境
緑
地
保

全
地
域
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ス
ギ
・
ブ
ナ
林
と
な
っ
て
い
る
香
美
町
の
福
岡
八

幡
神
社
（
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
三
六
カ
所
、
一
二
三
・
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。「
郷
土
記

念
物
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
豊
岡
市
・
竹
野
水
山
の
ア
ス
ナ
ロ
群
落
な
ど
四
六
カ

所
で
あ
る
。
な
お
、
県
内
の
植
物
群
落
の
う
ち
、
学
術
上
重
要
な
も
の
や
保
護
の
必
要
な
も
の

と
し
て
兵
庫
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
平
成
十
五
年
版
、
後
述
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
常
緑

広
葉
樹
林
は
一
五
八
群
落
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
大
半
は
神
社
、
寺
院
、
仏
閣
の
周
り
に
残
っ
て

い
る
樹
林
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
県
内
の
自
然
林
の
保
全
に
、
い
わ
ゆ
る
「
社
寺

林
」
が
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
る
「
自
然
環
境
保
全
地
区
」
は
、
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わ
ず
か
三
地
域
（
洲
本
市
の
安あ

い
乎が

及
び
厚
浜
、
淡
路
市
の
久く

留る

麻ま

）、
全
長
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
昭
和
五

十
六
（
一
九
八
一
）
年
、
五
十
八
年
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
追
加
指
定
も
さ
れ
て
い
な
い
。

生
物
多
様
性

ひ
ょ
う
ご
戦
略

日
本
が
生
物
多
様
性
条
約
を
批
准
し
た
の
は
平
成
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
条
約
の
批
准
に
際
し
、
条
約
上

の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
は
既
存
の
国
内
法
を
適
切
に
運
用
す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
整
理
が
な
さ
れ
、
同

条
約
を
担
保
す
る
法
律
は
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
条
約
締
結
後
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る
国
内
法
制
の
体
系
化
を
図

る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
国
内
の
四
四
の
自
然
保
護
団
体
が
結
成
し
た
「
野
生
生
物
保
護
法
制
定
を
め
ざ
す
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
は
、
平
成
十
五
年
に
生
物
多
様
性
の
保
全
を
基
本
と
す
る
野
生
生
物
保
護
の
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
各
政
党
の

国
会
議
員
に
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
民
主
党
は
平
成
十
九
年
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
野
生
生
物
保
護
基
本
法
」
の
制
定
を
公
約

し
、
基
本
法
制
定
の
動
き
が
本
格
化
し
た
。
与
野
党
間
の
協
議
を
経
て
、
平
成
二
十
年
に
、
議
員
立
法
に
よ
っ
て
生
物
多
様
性

基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
に
は
、
施
策
の
形
成
過
程
に
お
け
る
市
民
参
加
、
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
生
物
多
様
性

の
観
点
か
ら
の
個
別
法
の
改
正
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
多
様
性
戦
略
の
策
定
な
ど
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

日
本
の
自
然
保
護
に
関
す
る
法
令
を
生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
束
ね
る
「
ア
ン
ブ
レ
ラ
法
」
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
も

の
と
な
っ
た
。

　
県
で
は
、
生
物
多
様
性
基
本
法
に
基
づ
く
、
兵
庫
県
内
の
生
物
多
様
性
保
全
及
び
生
物
の
持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
三
月
に
、「
生
物
多
様
性
ひ
ょ
う
ご
戦
略
」
を
策
定
し
、
県
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業
者
、
行

政
な
ど
様
々
な
主
体
が
一
体
と
な
っ
た
生
物
多
様
性
保
全
・
再
生
の
取
組
を
更
に
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
平
成
七

年
か
ら
、
貴
重
な
野
生
生
物
や
地
形
・
地
質
、
自
然
景
観
、
生
態
系
の
保
全
を
目
的
と
し
て
兵
庫
県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
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を
作
成
し
た
。
そ
の
後
、
十
五
年
の
改
定
か
ら
六
年
余
り
が
経
過
し
、
新
た
な
生
物
情
報
の
蓄
積
が
進
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、

貴
重
種
の
み
で
な
く
、
地
域
の
特
色
あ
る
生
物
や
生
態
系
等
を
含
む
新
た
な
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
の
作
成
に
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
着
手
し
た
。
ま
た
、
前
述
の
生
物
多
様
性
ひ
ょ
う
ご
戦
略
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
と
三
十
一
年
二
月
に
改
定
さ
れ
た
。

　
本
県
の
自
然
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
、
日
本
海
型
・
内
陸
型
・
瀬
戸
内
海
型
と
い
う
異
な
っ
た
気
候
、
本
州
で
最
も
低
い

標
高
（
九
五
・
四
メ
ー
ト
ル
）
の
分
水
嶺
（
丹
波
市
氷
上
町
の
「
水み

分わ
か

れ
」）
を
通
じ
た
生
物
の
南
北
移
動
、
と
い
う
三
つ
の
特
徴
を

も
っ
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
側
の
播
磨
地
域
で
は
、
日
本
一
の
数
を
誇
る
た
め
池
群
が
今
も
多
数
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
西
市

北
部
の
里
山
は
、
豊と
よ

臣と
み

秀ひ
で

吉よ
し

が
称
賛
し
た
と
い
う
茶
道
用
高
級
炭
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
内
陸
部
・
中
国
山
地
の
氷
ノ
山

に
は
イ
ヌ
ワ
シ
や
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
生
息
し
、
ブ
ナ
林
や
湿
原
も
見
ら
れ
る
貴
重
な
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
。
日
本
海
側
円

山
川
流
域
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
と
し
て
知
ら
れ
、
貴
重
な
湿
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
本
県
の
自
然
環
境
や
野
生
生
物
は
、
開
発
や
農
薬
の
使
用
な
ど
に
よ
り
、
特
に

近
代
以
降
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
っ
て
き
た
が
、
上
記
の
よ
う
な
多
彩
な
自
然

の
中
に
、
希
少
種
を
含
め
、
な
お
多
種
多
様
な
野
生
生
物
が
生
息
し
て
い
る
。
本

県
の
生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
行
政
が
な
し
得
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
お
り
、

県
民
、
自
然
保
護
団
体
、
事
業
者
な
ど
に
よ
る
地
域
ベ
ー
ス
の
活
動
の
果
た
す
役

割
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
本
県
で
は
、
県
内
に
多
数
存
在
す
る
生
物
多
様
性
保

全
に
つ
な
が
る
市
民
団
体
等
の
活
動
の
中
か
ら
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
を
「
ひ
ょ
う

ご
の
生
物
多
様
性
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
選
定
し
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ

写真 117　�ひょうご生物多様性保全プロジェク
ト（上郡中学校科学部によるチスジ
ノリ（日本固有の川藻）調査）
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り
、
県
民
の
参
画
や
企
業
と
の
連
携
を
促
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
か
ら
三
十
年
ま
で
の
間
に
、
合
計
八
六
件
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
選
定
さ
れ
た
。

外
来
種

対
策

外
来
生
物
が
我
が
国
の
生
態
系
に
与
え
る
影
響
を
防
止
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系

等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
六
月
施
行
）
に
よ
り
、
外
来
生
物
は
野
外
へ
放
つ
こ
と
が
禁

止
さ
れ
、
ま
た
、
飼
養
・
栽
培
・
保
管
・
運
搬
・
輸
入
も
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
た
。
平
成
十
九
年
十
一
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
国
の
「
第
三
次
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」
で
は
、
生
物
多
様
性
の
三
つ
の
危
機
の
一
つ
と
し
て
、
外
来
生
物
や
化
学
物
質
な

ど
を
人
が
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
生
態
系
の
攪
乱
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
一
た
び
野
外
に
放
た
れ
、
繁

殖
、
定
着
し
始
め
た
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
生
態
系
、
農
業
等
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
防
除
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
。

　
県
に
お
い
て
も
、
県
民
に
対
し
て
特
定
外
来
生
物
が
引
き
起
こ
す
問
題
点
に
つ
い
て
啓
発
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

平
成
十
七
年
三
月
、
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
が
「
兵
庫
県
の
外
来
生
物
対
策
に
向
け
た
提
案
」
を
公
表
し
た
。
ま
た
、
平
成

二
十
二
年
三
月
に
は
、
県
内
に
お
い
て
特
に
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
外
来
生
物
種
一
二
二
種
を
、
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
と

し
て
公
表
し
た
。

　
被
害
が
深
刻
な
外
来
種
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
防
除
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
外
来
生
物
種
で
あ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
愛

玩
動
物
と
し
て
飼
養
さ
れ
て
い
た
個
体
が
野
生
化
し
、
県
南
東
部
を
中
心
に
農
業
被
害
や
家
屋
侵
入
被
害
を
引
き
起
こ
す
な
ど

深
刻
な
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
た
め
、
県
は
、
平
成
十
八
年
六
月
、「
兵
庫
県
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
指
針
」
を
作
成
し
、
市
町

の
防
除
計
画
の
策
定
を
促
し
た
。
ま
た
、
市
町
が
実
施
す
る
ア
ラ
イ
グ
マ
・
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
捕
獲
・
処
分
に
対
す
る
支
援
も
実
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施
し
て
い
る
（
平
成
三
十
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
六
四
一
八
頭
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
七
六
二
頭
）。

　
特
に
、
地
域
固
有
の
生
態
系
が
残
っ
て
お
り
、
動
植
物
の
種
の
多
様
性
が
高
く
、
貴
重
種
も
確
認
さ
れ
る
地
域
で
は
、
外
来

生
物
対
策
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
地
域
を
防
除
優
先
実
施
地
域
と
し
て
選
定
し
、
環
境
保
全
団
体
や
市

町
、
漁
業
協
同
組
合
、
関
係
機
関
等
と
協
力
し
て
、
対
象
と
な
る
特
定
外
来
生
物
を
防
除
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
小
野
市
の
低

地
た
め
池
群
で
は
、
農
閑
期
の
池
干
し
に
よ
る
外
来
魚
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
の
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
県
の
瀬
戸
内
海
側
に
は
、
神
戸
港
な
ど
、
国
際
貨
物
の
取
扱
拠
点
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
国
際
貨
物

の
増
加
に
伴
い
、
外
来
生
物
は
、
コ
ン
テ
ナ
や
国
際
貨
物
と
と
も
に
移
動
す
る
。
平
成
二
十
九
年
度
に
は
、
海
外
か
ら
の
輸
入

貨
物
コ
ン
テ
ナ
等
を
介
し
て
、
強
毒
を
持
つ
ヒ
ア
リ
が
侵
入
し
た
こ
と
が
尼
崎
市
内
で
初

め
て
確
認
さ
れ
た
。
ヒ
ア
リ
は
そ
の
後
、
一
四
都
府
県
で
四
三
事
例
が
発
見
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
駆
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
海
の
外
来
生
物
は
船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
（
船
舶
が
空
荷

に
な
っ
た
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
重
し
と
し
て
取
水
す
る
水
）
を
介
し
て
、
国
際
的
に
移
動

す
る
。
平
成
十
六
年
二
月
に
は
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
に
お
い
て
、
未
処
理
の
バ
ラ

ス
ト
水
の
排
出
を
規
制
す
る
船
舶
バ
ラ
ス
ト
水
規
制
管
理
条
約
が
採
択
さ
れ
、
二
十
九
年

九
月
に
発
効
し
た
。
同
月
、
我
が
国
で
は
、
こ
の
条
約
を
担
保
す
る
た
め
海
洋
汚
染
等
及

び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
の
改
正
法
が
施
行
さ
れ
た
。
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二　

里
山
の
再
生

里
山
林

の
整
備

平
成
二
十
四
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
２
０
１
２
―
２
０
２
０
」
に
お
い
て
、
生
物
多
様

性
の
「
第
二
の
危
機
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
農
林
業
の
衰
退
等
に
よ
っ
て
、
人
間

活
動
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
里
地
・
里
山
の
環
境
が
失
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
環
境
に
依
存
す
る
種
の
生
息
環
境
が
失
わ
れ

る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
本
県
で
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
、
野
生
動
植
物
の
保
存
・
保
全
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
利
用
、
景

観
保
護
等
を
目
的
と
し
て
里
山
林
の
整
備
を
進
め
て
き
た
が
、
十
八
年
度
か
ら
は
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
自
発
的
な
森
づ
く

り
活
動
を
支
援
す
る
「
里
山
ふ
れ
あ
い
森
づ
く
り
（
住
民
参
画
型
）」
の
取
組
が
行
わ
れ
て
き
た
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
、

地
域
住
民
等
が
自
ら
実
施
す
る
集
落
周
辺
の
里
山
林
の
森
林
整
備
活
動
を
支
援
す
る
「
住
民
参
画
型
里
山
林
再
生
事
業
」
を
推

進
し
、
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
整
備
面
積
は
三
十
年
度
ま
で
に
二
六
・
九
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。

た
め
池
や
草

原
の
再
生

里
地
・
里
山
な
ど
の
自
然
環
境
の
危
機
に
対
処
す
る
た
め
の
、
地
域
住

民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
生
態
系
保
全
・
自
然
再
生
活
動
が
県
内
各
地

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
次
の
県
内
の
二
つ
の
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
、
専

門
家
等
で
策
定
し
た
保
全
・
再
生
活
動
実
施
計
画
（
平
成
十
七
年
度
）
に
基
づ
き
、
県
民

の
参
画
と
協
働
に
よ
り
、
生
態
系
保
全
・
再
生
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
加
西
市
・
小
野

市
周
辺
の
播
磨
た
め
池
群
に
は
、
種
の
保
存
法
で
国
内
希
少
野
生
動
物
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
を
は
じ
め
多
様
な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
。
同
地
域
で

は
、
地
域
住
民
や
専
門
家
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
播
磨
た
め
池
自
然
再
生
ク
ラ
ブ
」
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を
中
心
に
ハ
ス
の
刈
取
り
、
池
干
し
等
の
保
全
・
再
生
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
氷
ノ
山
周
辺
に
は
、
湿
原
や
ス
ス
キ
草
原
等
が
広
が
っ
て
お
り
、
希
少
種
も
含
め
多
様

な
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
が
、
乾
燥
化
や
灌
木
の
侵
入
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
保
全
・
再
生

活
動
が
実
施
さ
れ
、
啓
発
の
た
め
の
サ
サ
刈
り
や
自
然
観
察
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
平

成
十
八
年
十
二
月
に
は
、
氷
ノ
山
周
辺
地
域
に
お
け
る
自
然
再
生
活
動
の
協
議
・
調
整
の

場
と
し
て
の
役
割
を
担
う
「
氷
ノ
山
周
辺
地
域
保
全
・
再
生
活
動
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

た
。

　
ま
た
、
イ
ヌ
ワ
シ
な
ど
貴
重
な
野
生
生
物
が
生
息
す
る
上
山
高
原
と
そ
の
周
辺
地
に
お

い
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
や
自
然
と
共
生
し
た
地
域
の
暮
ら
し
を
学
び
実
践
す
る
「
自
然
環
境
保
全
・
利
用
の
モ
デ
ル

拠
点
」
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
十
六
年
に
地
元
の
自
然
愛
好
家
ら
が
組
織
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
中
心
と
な
り
、
ス
ス
キ
草
原
や
ブ
ナ
林
の
復
元
等
の
自
然
保
全
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
八
年
四
月
に
は
、

国
や
県
の
支
援
を
受
け
、
新
温
泉
町
に
よ
り
「
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
」
が
開
設
さ
れ
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
復
帰

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、
本
県
の
県
鳥
で
あ
り
（
昭
和
四
十
年
に
指
定
）、
古
来
か
ら
人
里
近
く
に
生
息
し
た
身
近
な
鳥

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、
水
田
や
河
川
の
浅
瀬
、
湿
地
な
ど
で
採
餌
し
、
斜
面
林
や
社
寺
に
生
育
す
る
マ
ツ

な
ど
の
大
木
に
営
巣
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
の
狩
猟
に
よ
る
乱
獲
、
開
発
に
よ
る
生
息
環
境
の
悪
化
、
農
薬
や
化
学

肥
料
の
使
用
に
伴
う
餌
生
物
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
個
体
数
が
激
減
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
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た
が
、
全
国
で
個
体
数
は
減
り
続
け
、
昭
和
四
十
六
年
に
我
が
国
に
お
い
て
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
絶
滅
し
た
。
日
本
で
の
繁

殖
の
取
組
は
失
敗
に
お
わ
り
、
昭
和
六
十
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
、
野
生
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
幼
鳥
を
六
羽
譲
り
受
け
た
。
四

年
目
の
平
成
元
年
に
ヒ
ナ
が
産
ま
れ
、
そ
の
後
も
繁
殖
の
取
組
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
野
生
復
帰
を
見
据
え
、
平
成
三
年
か
ら
、

飼
育
施
設
周
辺
の
農
業
者
ら
が
減
農
薬
・
無
農
薬
農
業
の
取
組
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
、
本
県
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
将
来
構

想
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
野
生
復
帰
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
平
成
十
一
年
四
月
に
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
目

指
す
施
設
と
し
て
、
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
開
園
し
た
。
平
成
十
四
年
に
は
、
祥
雲
寺
地
区
で
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
営
農
組
合
」
が
設
立
さ
れ
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実
践
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
周
辺
地
域
の
環
境
整
備
の
取
組
が
な
さ

れ
、
平
成
十
七
年
九
月
に
野
生
復
帰
に
向
け
た
試
験
放
鳥
を
行
っ
た
。
平
成
十
九
年
七
月
に
は
、
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
つ

が
い
に
な
り
、
豊
岡
市
百
合
地
巣
塔
で
、
初
め
て
の
野
外
繁
殖
に
成
功
し
た
。
豊
岡
市
で
の

試
験
放
鳥
以
降
、
養や

父ぶ

市
、
朝
来
市
、
福
井
県
越
前
市
、
千
葉
県
野
田
市
で
飼
育
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
放
鳥
が
な
さ
れ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
度
に
は
、
豊
岡
盆
地
周
辺
地
以
外
で
は
、
徳
島

県
鳴
門
市
、
島
根
県
雲
南
市
、
京
都
府
京
丹
後
市
に
新
た
な
繁
殖
地
が
誕
生
し
、
そ
の
後
も

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繫
殖
地
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
九
年
六
月
に
は
野
外
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
個
体
数
が
一
〇
〇
羽
を
超
え
、
平
成
三
十
一
年
三
月
末
時
点
で
一
四
〇
羽
（
行
方

不
明
個
体
を
除
く
）、
飼
育
個
体
数
は
九
四
羽
と
な
っ
た
。

　
放
鳥
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
野
外
で
生
存
し
、
繁
殖
す
る
た
め
に
は
、
低
農
薬
・
無
農
薬

農
業
の
実
践
、
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
や
、
魚
道
の
整
備
な
ど
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌
と
な
る
生
き
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も
の
の
生
息
環
境
の
保
全
が
必
要
で
あ
る
。
豊
岡
市
な
ど
で
は
、
人
と
自
然
が
共
生
す

る
地
域
づ
く
り
の
活
動
が
進
ん
で
お
り
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
農
法
」
な
ど
の
環
境

創
造
型
農
業
の
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
の
植
樹
や
保
全
（
豊
岡
市

出い
ず
し石

町
大
谷
区
）、
休
耕
田
を
活
用
し
た
湿
地
づ
く
り
（
豊
岡
市
田た

結い

区
）
な
ど
、
地
元
住

民
に
よ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
保
全
活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、
保
全
活
動
の
取
組
が

広
が
っ
て
い
る
。

円
山
川
流
域
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ハ
チ
ゴ

ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
な
ど
、
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
の
湿

地
に
つ
い
て
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
を
目
指
す
取
組
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
（
正
式
名
称
は
「
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
」）
は
、
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
及

び
そ
こ
に
生
息
・
生
育
す
る
動
植
物
を
保
全
し
、
湿
地
の
生
態
系
を
維
持
し
つ
つ
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み
を
持
続
的
に
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
条
約
で
あ
り
、
各
締
約
国
に
対
し
そ
の
領
域
内
に
あ
る
国
際
的
に
重
要
な
湿
地
を
一
カ
所
以
上
指
定

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
（
我
が
国
の
登
録
湿
地
数
は
、
五
〇
カ
所
）。
円
山
川
下
流
域
・
周
辺
水
田
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
、

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
県
内
で
は
唯
一
の
登
録
湿
地
で
あ
る
。
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三　

縮
退
社
会
に
お
け
る
野
生
生
物
の
保
護
・
管
理

人
と
野
生
動
物

と
の
棲
み
分
け

県
内
の
野
生
鳥
獣
は
、
変
化
に
富
む
自
然
環
境
に
よ
り
、
生
息
す
る
種
類
は
豊
富
で
鳥
類
三
六
七
種
、
獣
類

三
九
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
平
成
三
十
年
度
版
環
境
白
書
）。
獣
類
の
う
ち
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
、

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
は
、
特
に
中
山
間
地
の
人
口
減
、
農
業
の
衰
退
等
を
背
景
と
し
て
、
里
山
ま
で
生
活
圏
を
広
げ
、
集
落
や

市
街
地
に
出
没
し
、
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
野
生
動
物
に
よ
り
大
き
な
農
作
物
被
害
が
発
生
し
て
い
る
地
域
で
は
、
人
と
野
生
動
物
と
の
棲
み
分
け
が
課
題
で
あ
る
。
そ

こ
で
、本
県
で
は
、平
成
十
八
年
か
ら
、人
家
等
に
隣
接
し
た
森
林
の
裾
野
に
人
と
野
生
動
物
が
棲
み
分
け
で
き
る
緩
衝
帯
（
バ
ッ

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
）
を
設
け
る
と
と
も
に
、
奥
地
の
森
林
で
は
広
葉
樹
林
を
育
成
し
て
野
生
生
物
の
生
息
環
境
の
整
備
を
図
る
取

組
で
あ
る
「
野
生
動
物
共
生
林
整
備
」
事
業
を
行
っ
て
き
た
（
平
成
三
十
年
度
末
時
点
で
、
野
生

動
物
共
生
林
整
備
面
積
が
三
七
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
整
備
面
積
が
二
一
三
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
）。

　
さ
ら
に
、
人
と
野
生
動
物
と
の
あ
つ
れ
き
の
解
消
、
農
林
業
等
へ
の
被
害
の
軽
減
を
図
る
た

め
の
施
策
と
し
て
、
県
は
、
野
生
動
物
の
個
体
数
管
理
、
被
害
対
策
、
生
息
地
管
理
を
科
学
的・

計
画
的
に
行
う
野
生
動
物
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。
と
り
わ
け
、
生
息
数
の
増
加
、
生
息
地
の
拡

大
に
よ
り
、
深
刻
な
農
林
業
被
害
や
生
活
環
境
被
害
等
を
及
ぼ
し
て
い
る
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・

ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
生
息
頭
数
が
少
な
い
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
つ
い
て
は
、
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー

（
平
成
十
九
年
四
月
に
丹
波
市
に
設
置
）
の
研
究
成
果
を
生
か
し
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
ご
と
の
管
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理
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
獣
類
に
つ
い
て
は
、
市
町
と
連
携
し
て
、
捕
獲
等
に
よ
る
適
正
な
個
体
数
管
理
や
獣
害
防
護

柵
等
の
設
置
に
よ
る
被
害
対
策
、
広
葉
樹
林
の
育
成
な
ど
の
生
息
地
管
理
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
た
。

　
本
県
に
生
息
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
つ
い
て
は
、
生
息
数
が
少
な
く
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
地
域
個
体
群
に
属
し
て
い
る
た
め
、

猟
友
会
は
平
成
四
年
度
か
ら
狩
猟
に
よ
る
ク
マ
の
捕
獲
を
自
粛
し
た
。
平
成
八
年
度
か
ら
は
県
の
告
示
に
よ
り
、
県
内
の
狩
猟

に
よ
る
ク
マ
の
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
た
。
平
成
十
五
年
か
ら
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
地

域
個
体
群
の
健
全
な
維
持
と
被
害
防
止
の
両
立
を
図
る
た
め
、
出
没
や
被
害
の
状
況
に
応
じ
て
防
御
や
追
い
払
い
、
学
習
放
獣

な
ど
非
捕
殺
対
応
を
含
む
選
択
的
な
出
没
対
応
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
二
十
九
年
度
に
は
、
生
息
数
が
絶
滅
の
危
機
を
解
消
す

る
ま
で
に
増
加
し
た
と
判
断
さ
れ
、
保
護
政
策
か
ら
管
理
政
策
へ
と
転
換
し
た
。「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、

人
と
ク
マ
と
の
棲
み
分
け
を
図
る
た
め
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
捕
獲
を
し
な
い
森
林
ゾ
ー
ン
、

人
身
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
有
害
捕
獲
を
実
施
で
き
る
「
集
落
周
辺
ゾ
ー
ン
」、
人
の
生

活
圏
で
あ
る
「
集
落
ゾ
ー
ン
」
の
線
引
き
）
を
行
い
、
有
害
捕
獲
の
強
化
、
不
要
果
樹
等

の
誘
引
物
の
除
去
な
ど
の
取
組
を
行
っ
た
。

　
シ
カ
に
つ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
捕
獲
対
策
等
を
強
化
し
た
結
果
、
生
息
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
（
平
成
二
十
一
年
～
二
十
五
年
で
は
約
一
三
万
頭
、
平
成
二
十
九
年
に
は
約

八
万
頭
で
あ
っ
た
と
推
定
（
三
十
年
度
推
定
））。
し
か
し
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
減
少

し
て
い
た
農
林
業
被
害
額
は
、
平
成
三
十
年
度
に
増
加
し
た
。
シ
カ
対
策
と
し
て
は
、

個
体
数
管
理
（
捕
獲
の
強
化
）、
防
護
柵
の
設
置
支
援
な
ど
に
よ
る
被
害
対
策
の
取
組
が
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な
さ
れ
て
い
る
。
捕
獲
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
シ
カ
肉
の
需
要
拡
大
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
県
で
は
、

シ
カ
肉
処
理
加
工
施
設
等
の
整
備
や
施
設
へ
の
搬
入
経
費
を
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
カ
肉
等
の
利
用
促
進
の
た
め
、
毎
月

の
六
（
ロ
ク
＝
鹿
）
日
、
第
四
火
（
シ
カ
）
曜
日
、
十
六
（
シ
シ
＝
四
×
四
）
日
を
「
ひ
ょ
う
ご
ジ
ビ
エ
の
日
」
と
し
て
、
ジ
ビ

エ
の
利
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
二
月
の
第
四
火
曜
日
に
は
、「
文
鹿
祭　

Bunkasai

」
を
神
戸
市
の
生
田
神
社
で
開
催
し
、

シ
カ
肉
の
需
要
拡
大
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

カ
ワ
ウ
の

広
域
的
管
理

カ
ワ
ウ
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
河
川
の
水
質
改
善

等
に
よ
り
個
体
数
が
増
加
に
転
じ
、
放
流
し
た
ア
ユ
の
稚
魚
等
を
食
害
す
る
な
ど
の
漁
業
被
害
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
り
、
個
体
数
管
理
を
含
め
た
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
カ
ワ
ウ
は
広
域
に
移
動
す
る
た
め
、
府
県
単
位

を
超
え
た
広
域
的
な
管
理
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
県
を
含
む
二
府
六
県
四
政
令
市
か
ら
構
成
さ
れ
る
関
西
広
域
連
合

は
、
カ
ワ
ウ
問
題
に
広
域
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
、
平
成
二
十
五
年
三
月
、「
関
西
地
域
カ

ワ
ウ
広
域
保
護
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
生
息
・
被
害
調
査
、
防
除
事
例
の
研
究
、
追
い
払
い
等

の
被
害
対
策
の
検
証
に
取
り
組
ん
だ
。
本
県
独
自
の
対
策
と
し
て
は
、
コ
ロ
ニ
ー
（
集
団
営
巣
地
）

に
お
け
る
擬
卵
置
換
等
に
よ
る
繁
殖
抑
制
と
事
業
効
果
の
検
証
を
行
っ
た
。
平
成
二
十
九
年
三
月

に
は
、
新
た
に
「
関
西
地
域
カ
ワ
ウ
広
域
管
理
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
生
息
・
被
害
調
査
を
継
続

し
、
捕
獲
方
法
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
。
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四　

ひ
ょ
う
ご
の
自
然
の
魅
力
の
再
発
見

山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
登
録

山
陰
海
岸
の
う
ち
、
京
都
府
京
丹
後
市
、
本
県
の
豊
岡
市
・
香
美
町
・
新
温
泉
町
、
鳥
取
県
岩
美
町
・
鳥
取

市
の
東
西
約
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沿
岸
エ
リ
ア
で
は
、
日
本
海
形
成
か
ら
現
在
に
至
る
様
々
な
地
質
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
海
水
準
（
平
均
的
な
海
水
面
の
高
さ
）
や
地
殻
の
変
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
リ
ア
ス
海
岸
や
砂
丘
を

は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
海
岸
地
形
な
ど
、
独
特
の
景
観
を
有
し
て
い
る
。

　
こ
の
エ
リ
ア
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
に
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
加
盟
が
認
定
さ
れ
た
。
ジ
オ
パ
ー

ク
と
は
、
科
学
的
に
見
て
特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、
あ
る
い
は
美
し
い
地
質
遺
産
を
含
む
自
然
公
園
で
あ
り
、
国
際
的
な
地
質

学
的
重
要
性
を
有
す
る
サ
イ
ト
や
景
観
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
支
援
の
下
で
設
立
さ
れ
た
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

よ
っ
て
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る
。
保
全
の
み
な
ら
ず
教
育
・
研
究
・

持
続
可
能
な
発
展
を
包
括
し
た
管
理
を
行
う
こ
と
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の
基
本
理
念
と
さ
れ
て

い
る
。
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
エ
リ
ア
で
は
、
地
す
べ
り
地
帯
や
海
岸
段
丘
を
利
用
し

て
作
ら
れ
た
棚
田
（
香
美
町
和わ

佐さ

父ぶ

、貫
田
等
）、断
層
沿
い
の
温
泉
（
城
崎
温
泉
、湯
村
温
泉
）

な
ど
、
特
有
の
地
形・地
質
と
結
び
つ
い
た
形
で
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
て
き
た
。
地
形・

地
質
が
生
み
だ
し
た
地
域
資
源
を
保
全
し
つ
つ
、
そ
れ
を
教
育
、
研
究
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

生
か
す
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

六
甲
山
の

活
性
化

六
甲
山
の
一
部
は
、
昭
和
三
十
一
年
五
月
に
国
立
公
園
区
域
に
編
入
さ
れ
、

山
上
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
都
市
に
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隣
接
し
た
国
立
公
園
と
し
て
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
山
上
に
は
別
荘
や
企
業
の
保
養
所
も
建
設
さ
れ
、
定
住
人
口

も
増
加
し
た
。
し
か
し
娯
楽
の
多
様
化
、
市
民
の
嗜
好
の
変
化
を
背
景
に
、
市
民
の
「
六
甲
離
れ
」
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
、
平

成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
な
ど
が
長
期
運
休
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り

利
用
者
が
減
少
し
た
。
平
成
二
十
八
年
五
月
に
は
、
県
・
市
・
有
識
者
・
地
域
団
体
・
民
間
事
業
者
等
が
「
六
甲
山
土
地
利
活

用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
六
甲
山
上
の
保
養
所
等
の
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
の
検
討
な
ど
を
進
め
た
。
ま
た
、

近
畿
地
方
環
境
事
務
所
は
、
六
甲
山
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
に
、「
国
立
公
園
六
甲
山
魅
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
（
国
と
県
が
共
同
事
務
局
）、
六
甲
山
ト
レ
イ
ル
の
整
備
や
、
展
望
地
の
眺
望
を
回

復
さ
せ
る
事
業
を
進
め
た
。
平
成
二
十
九
年
度
に
は
、
神
戸
市
が
、
六
甲
山
の
魅
力
あ
る
自
然
を
活
用
し
、
自
然
保
護
と
の
最

適
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
六
甲
山
の
魅
力
や

ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
民
間
資
本
に
よ
る
六
甲
山
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
、
国
・
県
・
市
及
び
学
識
者
等
で
構
成
す
る
「
六
甲
山
再
生
委
員
会
」

を
設
置
し
た
。
同
委
員
会
は
、
後
に
、
六
甲
山
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
「
六
甲

山
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。
六
甲
山
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
規
制

の
見
直
し
も
な
さ
れ
、
神
戸
市
は
、
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
六
甲
山
に
お
け
る
観
光
施

設
の
新
設
や
、
都
市
型
産
業
（
Ｉ
Ｔ
、
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
分
野
等
）
の
た
め
の
施
設
へ
の
建

て
替
え
を
認
め
、
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
設
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
高
さ

規
制
や
緑
地
率
を
緩
和
し
た
。
環
境
省
は
、
六
甲
山
・
摩
耶
山
エ
リ
ア
に
お
い
て
企
業
保
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養
所
や
ア
ト
リ
エ
等
の
立
地
を
推
進
す
る
集
団
施
設
地
区
を
設
定
し
た
。

　
ま
た
、昭
和
五
十
年
に
開
設
さ
れ
た
六
甲
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
が
、平
成
三
十
年
四
月
に
「
六
甲
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
同
施
設
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
六
甲
山
地
区
の
県
立
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
六
甲

山
の
自
然
や
文
化
を
写
真
パ
ネ
ル
や
野
生
動
物
の
剥
製
展
示
、「
六
甲
山
自
然
体
験
シ
ア
タ
ー
」
な
ど
に
よ
り
紹
介
す
る
ほ
か
、

研
修
や
休
憩
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

第四編　二一世紀兵庫、災後の時代

338


